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市民の宝 輝く瞳

　たくさん取るのは難しいけれど、自分の好きな
句は絶対に取りたいと思って頑張った子どもたち。
一人一人が練習の成果を発揮して真剣な眼差しで
札を取っています。
　素晴らしい日本の伝統文化を子どもたちもしっ
かりと守り、これからも未来に向けてつないでいっ
て欲しいと願っています。

第55回 百人一首かるた大会
（瀬波地区）
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行
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ト

　

都
城
市
で
は
、
返
礼
品
を
日
本

一
の
肉
と
焼
酎
に
限
定
し
、
納
税

者
の
興
味
を
引
き
付
け
る
戦
略
で

特
化
し
、
平
成
26
年
か
ら
「
日
本

一
の
肉
と
焼
酎
セ
ッ
ト
」
を
返
礼

品
と
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
そ

れ
ま
で
年
間
３
０
０
万
円
程
度
だ

っ
た
納
税
額
が
５
億
円
ま
で
増
え
、

平
成
27
年
度
42
億
円
、
平
成
28
年

度
73
億
円
、平
成
29
年
度
75
億
円
、

平
成
30
年
度
95
億
円
と
納
税
額
が

　

上
山
型
温
泉
ク
ア
オ
ル
ト
事
業

は
、
自
然
環
境
や
温
泉
、
食
な
ど

の
恵
ま
れ
た
地
域
自
然
を
活
か
し
、

市
民
の
健
康
増
進
、
交
流
人
口
の

拡
大
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
目
指

し
た
取
り
組
み
で
す
。

　

人
口
減
少
、
高
齢
化
率
や
国
民

健
康
保
険
医
療
給
付
費
、
宿
泊
客

数
の
減
少
な
ど
大
き
な
課
題
が
あ

り
ま
す
が
、
健
康
寿
命
の
延
伸
や

交
流
人
口
拡
大
に
よ
り
市
民
の
健

急
増
し
、
毎
年
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
実
績
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
に
都
城
市
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
ふ
る
さ
と
納
税

を
推
進
。
地
元
事
業
所
で
組
織
す

る
ふ
る
さ
と
納
税
振
興
協
議
会
と

一
体
と
な
り
、
全
国
放
送
や
首
都

圏
を
中
心
に
新
聞
広
告
で
の
Ｐ
Ｒ

な
ど
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
取
り

組
み
に
加
え
、
東
京
や
大
阪
で
都

城
市
フ
ァ
ン
感
謝
イ
ベ
ン
ト
を
開

康
に
対
す
る
意
識
も
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

城
下
町
、
温
泉
、
食
の
ま
ち
と

地
域
資
源
が
豊
富
な
本
市
に
共
通

し
た
こ
の
事
業
は
、
新
た
な
集
客

の
仕
掛
け
や
活
性
化
の
起
爆
剤
と

し
て
参
考
と
な
る
研
修
で
し
た
。

　

屋
内
子
ど
も
遊
び
場
「
キ
ッ
ズ

ピ
ア
あ
し
か
が
」
は
、
社
会
福
祉

法
人
足
利
む
つ
み
会
が
運
営
。
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
心
・
頭
・

催
す
る
な
ど
、
地
名
と
地
場
物
産

が
リ
ン
ク
す
る
戦
略
的
な
取
り
組

み
は
年
々
強
化
さ
れ
、
年
度
ご
と

の
効
果
を
検
証
し
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
物
産
振
興
を
軸
に
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
専
門

部
署
も
設
置
さ
れ
、
課
題
と
さ
れ

て
い
た
返
礼
品
の
大
量
供
給
に
も

耐
え
う
る
安
定
的
な
体
制
が
構
築

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
も
平
成
26
年
度
で
約
１

０
０
万
円
だ
っ
た
納
税
額
も
年
々

増
加
し
、
平
成
30
年
度
で
は
約
３

億
４
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
が
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
歳
入
の
確
保
だ

体
を
思
い
切
り
使
っ
て
遊
べ
る
、

国
内
最
大
級
の
最
新
型
の
屋
内
子

ど
も
遊
び
場
の
取
り
組
み
で
す
。

　

親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
場
の
提
供
、

子
ど
も
の
体
力
・
知
力
の
向
上
、

障
が
い
者
の
雇
用
創
出
、
空
き
店

舗
活
用
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
な

ど
の
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

　

本
市
で
は
子
育
て
世
代
か
ら
の

要
望
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
、

閉
校
と
な
る
小
学
校
を
活
用
し
て

屋
内
の
遊
び
場
を
整
備
す
る
計
画

が
あ
り
、
親
子
の
触
れ
合
い
の
場

を
通
じ
て
社
会
性
・
協
調
性
が
育

け
に
留
ま
ら
ず
、
本
市
の
Ｐ
Ｒ
戦

略
と
捉
え
、
さ
ら
な
る
発
信
強
化

も
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
病
児
保
育
と
の
併
設
も

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 都城市役所での視察の様子キッズピアあしかがでの視察の様子

つなげ
常任委員会の
　行政視察レポート
村上市議会では、他自治体等の施策を学び、議案
審議や行政課題の解決、市政に対する施策の提案
などに反映させるため、毎年、行政視察を行って
います。

村
上
の
誇
り
を
全
国
へ

村
上
の
誇
り
を
全
国
へ

総
務

文
教

親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供

親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供

市
民

厚
生
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村上市議会 行政視察報告

　

「
と
ま
チ
ョ
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
事

業
」
と
は
、
苫
小
牧
市
、
地
元
商

店
街
、
大
型
店
（
イ
オ
ン
）
が
連

携
し
、
市
内
の
加
盟
店
の
み
で
使

え
る
地
域
ポ
イ
ン
ト
を
発
行
し
て

市
内
で
循
環
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

市
外
へ
の
買
い
物
流
出
を
抑
制
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る

事
業
で
す
。

　

イ
オ
ン
グ
ル
ー
プ
で
発
行
し
て

い
る
「
ご
当
地
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
（
と
ま

チ
ョ
ッ
プ
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
）」
カ
ー
ド

を
使
用
し
て
お
り
、
加
盟
店
に
て

現
金
で
買
い
物
を
す
る
と
１
０
０

円
に
つ
き
１
ポ
イ
ン
ト
が
付
く
ほ

か
、
市
の
イ
ベ
ン
ト
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
参
加
し
て
も
ポ
イ
ン
ト
が

付
き
ま
す
。
ま
た
、
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
で

決
裁
を
す
る
と
、
決
済
額
の
０
・

１
％
が
市
に
寄
附
さ
れ
る
仕
組
み

と
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

市
内
の
健
康
増
進
施
設
や
公
共
施

設
を
利
用
す
る
と
ポ
イ
ン
ト
が
付

く
こ
と
か
ら
、
市
事
業
へ
の
参
加

率
の
向
上
や
健
康
寿
命
の
増
進
に

よ
る
医
療
費
の
削
減
に
も
つ
な
が

る
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

　

カ
ー
ド
発
行
数
は
、
事
業
導
入

時
（
平
成
28
年
９
月
）
５
０
０
枚

だ
っ
た
も
の
が
、
令
和
元
年
９
月

現
在
約
５
万
枚
。
な
お
、
課
題
と

し
て
キ
ャ
ッ
ス
レ
ス
決
裁
と
の
競

合
、
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
の
消
費

が
進
み
づ
ら
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ

る
と
の
こ
と
で
す
。

　

本
市
で
も
、
経
済
の
活
性
化
を

図
る
と
と
も
に
、
社
会
貢
献
活
動

や
健
康
増
進
事
業
等
の
市
主
催
の

事
業
促
進
を
図
る
観
点
か
ら
も
必

要
な
施
策
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。苫小牧市役所での視察の様子

先進に学び、活性化に
■総務文教常任委員会
10月７～９日
視察先 内　　　　容

大 分 県
日 田 市

日田祇園の曳山行事について
伝統的建造物群保存地区について

宮 崎 県
延 岡 市 「わかあゆ教育プラン」について

宮 崎 県
都 城 市 ふるさと納税について

■経済建設常任委員会
11月５～７日
視察先 内　　　　容

北 海 道
江 別 市

江別市都市と農村の交流センター
「えみくる」の取組について

北 海 道
苫小牧市 とまチョップポイント事業について

北 海 道
石 狩 市

道の駅石狩「あいろーど厚田」に	
ついて
漢方生薬生産体制確立支援事業に	
ついて

■市民厚生常任委員会
10月23～24日
視察先 内　　　　容

山 形 県
上 山 市 上山型温泉クアオルト事業について

栃 木 県
足 利 市

社会福祉法人足利むつみ会公益事業
屋内子ども遊び場「キッズピアあし
かが」について

地
元
商
店
街
と
大
型
店
が
連
携

地
元
商
店
街
と
大
型
店
が
連
携

経
済

建
設

各常任委員会の行政視察の報告書は、村上市議会
のホームページでご覧ください。
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一　
般　
質　
問 

⑴

　12月５日・６日・９日の３日間の日程で行われた一般
質問に15人の議員が登壇しました。
　質問および答弁の要旨を質問順に掲載します。
　一般質問の原稿は、質問者が作成したものを掲載して
います。

市政を問う市政を問う!!!! 15人が
一般質問

鈴木いせ子議員

１．令和元年度の稲作と来年度へ
の対策について

２．ふるさと納税の取組について
３．閉校になった学校の跡地利用
について

1 5ペ
ー
ジ

川村敏晴議員

１．市所有施設の運用計画について
２．空き家バンク制度の現状と今
後の課題について

4 6ペ
ー
ジ

本間善和議員

１．更なる被災住宅リフォーム事
業の拡充について

２．義援金等の取扱いについて
３．避難路の照明と高齢者の避難
対応について

４．有害鳥獣対策について

7 8ペ
ー
ジ

河村幸雄議員

１．学校給食の課題について
２．地域経済の活性化について

2 5ペ
ー
ジ

嵩岡輝夫議員

１．ふるさと納税95億円の都城
市と本市の違いについて

２．観光客数増加の施策と瀬波温
泉の活性化について

３．市役所敷地内の看板等について

5 7ペ
ー
ジ

鈴木一之議員

１．医療的ケアを要する子どもの
在宅医療、訪問診療について

２．農福連携について
３．子ども子育て支援について

8 8ペ
ー
ジ

山田　勉議員

１．熊出没対策について
２．村上市人口減少対策について
３．村上市スケートパークについて

3 6ペ
ー
ジ

佐藤重陽議員

１．人口減少と向き合う行政運営
の在り方について

２．旧香藝の郷美術館購入問題に
ついて

6 7ペ
ー
ジ

小田信人議員

１．本市の経済活性化事業について
２．森林セラピーロードの整備に
ついて

３．スケートパークの現状について

9 9ペ
ー
ジ

木村貞雄議員

１．今年の稲作状況について
２．今後の公共施設について
３．日下地内にある「創設非農用
地」の利活用について

４．旧香藝の郷美術館の利活用に
ついて

10 9ペ
ー
ジ

髙田　晃議員

１．村上市の人事評価制度について
２．総合体育館の耐震改修工事に
ついて

３．重要伝統的建造物群保存地区
指定への取組について

４．業務改善に向けた取組について

11 10ページ

稲葉久美子議員

１．教職員の働き方改革について
２．地域医療と保健医療について

12 10ページ

平山　耕議員

１．市町村合併後12年の検証に
ついて

２．市スケートパークの運営状況
について

３．官民連携による空き家対策に
ついて

13 11ページ

竹内喜代嗣議員

１．異常気象による風水害対策に
ついて

２．木造住宅耐震改修補助金につ
いて

３．高校生が希望の持てる村上市
を創ることについて

14 11ページ

渡辺　昌議員

１．農林業への施策について
２．観光への施策について
３．商工業への施策について

15 12ページ

クリック!!村上市議会
映 像 配 信
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一　
般　
質　
問　
⑵

今年度稲作と来年の対策は今年度稲作と来年の対策は

	

令
和
元
年
産
米
の
１
等
米

比
率
は
。

	

市
内
５
地
区
別
で
荒
川
77

・
１
％
、
神
林
16
・
６
％
、
村

上
21
・
４
％
、
朝
日
27
・
６
％

・
山
北
84
・
７
％
と
な
っ
て
い

る
。品
質
低
下
の
主
な
要
因
は
、

台
風
10
号
の
フ
ェ
ー
ン
現
象
に

よ
る
異
常
高
温
と
乾
燥
の
影
響

で
あ
り
、
格
落
ち
の
理
由
の
ほ

と
ん
ど
が
「
除
く
青
未
熟
」
と

「
心
白
粒
」
で
あ
る
。

　

令
和
２
年
産
に
向
け
た
管
内

の
対
策
は
、
岩
船
農
業
振
興
協

議
会
作
物
部
会
に
お
い
て
関
係

機
関
と
連
携
し
、
令
和
元
年
産

の
分
析
と
作
柄
・
品
質
の
向
上

に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。
県

に
お
い
て
も
「
令
和
元
年
産
米

の
品
質
に
関
す
る
研
究
会
」
を

設
置
し
、
内
容
を
公
開
し
て
い

る
。

	

令
和
２
年
産
米
の
適
正
生

問問答問問

産
量
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
主

食
用
米
か
ら
の
転
換
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

	

岩
船
米
の
基
本
戦
略
の
考
え
の
下
、

需
要
動
向
や
集
荷
業
者
等
の
意
向
も
勘
案

し
、
需
要
に
応
じ
た
米
生
産
を
産
地
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

同
時
に
、
産
地
交
付
金
等
を
活
用
し
、
輸

出
用
米
や
加
工
用
米
、
備
蓄
米
等
の
非
主

食
用
へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
で
、
過
剰
生

産
に
よ
る
価
格
低
下
を
防
ぎ
、
生
産
者
の

所
得
確
保
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
生
産
者
お

よ
び
関
係
機
関
と
協
議
を
行
う
。

	
農
地
の
荒
廃
が
進
ん
で
い
る
が
、
市

で
は
現
状
を
捉
え
て
い
る
か
。

	
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
に
よ
り
保
全
管
理
が
困
難
と
な
っ
た
た

め
で
あ
り
、
中
山
間
地
域
が
鳥
獣
被
害
を

受
け
や
す
い
。
条
件
不
利
農
地
を
農
地
中

間
管
理
機
構
と
連
携
支
援
し
て
い
く
。

答問問答

	

「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」
は
、

村
上
地
区
に
お
い
て
、
歴
史
・
伝
統
文
化

を
継
承
す
る
町
の
羅
針
盤
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
推
進
状
況
は
。

	

こ
の
計
画
は
、
地
域
固
有
の
活
動
や

歴
史
的
な
建
造
物
、
町
並
み
を
保
全
・
保

存
し
な
が
ら
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
た

計
画
で
あ
り
、
本
市
で
は
、
村
上
大
祭
で

引
き
廻
す
「
お
し
ゃ
ぎ
り
の
似
合
う
町
並

み
整
備
」
を
合
言
葉
に
事
業
を
進
め
て
い

る
。
令
和
元
年
11
月
現
在
、
34
件
の
建
造

物
を
歴
史
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
貴
重
な

建
造
物
と
し
て
指
定
し
、
保
存
の
た
め
の

支
援
を
行
っ
て
き
た
。

問問答

　

来
年
度
に
つ
い
て
も
多
数
の
建
造
物
所

有
者
か
ら
、
補
助
金
交
付
の
要
望
を
い
た

だ
い
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

	

歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
の
取
り

組
み
が
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
進
め

ら
れ
、
こ
れ
こ
そ
が
地
域
の
活
性
化
、
共

生
し
て
い
く
姿
だ
と
思
う
。
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
の
人
材
育
成
、
そ
し
て
地
域
の
活

動
へ
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
か
。

	

歴
史
資
源
を
保
存
・
活
用
す
る
市
民

活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
お
り
、
代
表
的

な
例
と
し
て
、
町
屋
を
保
存
再
生
す
る
建

造
物
所
有
者
に
独
自
の
補
助
金
を
交
付
し

て
い
る「
村
上
町
屋
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
対
し
て
は
、
市
の
外
観
修
景
補
助
金
を

併
せ
て
ま
ち
づ
く
り
団
体
か
ら
補
助
金
交

付
を
お
願
い
し
、
連
携
を
図
り
な
が
ら
進

め
て
い
る
。
今
後
、
市
民
の
皆
さ
ま
や
各

種
団
体
と
の
連
携
・
協
力
を
図
り
、
歴
史

的
建
造
物
の
保
存
、
町
並
み
景
観
の
保
全

に
努
め
て
い
く
。

問問答

町
屋
再
生

町
屋
再
生  
未
来
に
誇
れ
る
町
へ

未
来
に
誇
れ
る
町
へ

鈴木いせ子 議員

河村　幸雄 議員

活気ある町並みに甦らせよう

カントリーエレベーターに積み上げられた岩船米
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一　
般　
質　
問 

⑶

神林総合体育館

熊出没の注意喚起看板

山田　勉 議員

川村　敏晴 議員

	

市
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ

い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
計

画
の
手
順
と
の
関
係
を
踏
ま
え

て
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

	

市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
計

画
を
基
本
と
し
つ
つ
、
施
設
の

安
全
性
の
確
保
、
類
似
施
設
の

集
約
化
な
ど
を
検
討
し
、
今
年

度
中
に
施
設
整
備
の
方
針
を
整

理
す
る
。

	

健
康
志
向
の
高
ま
り
も
あ

り
増
加
す
る
、
各
総
合
体
育
館

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
の
昨
年

度
の
利
用
人
数
は
。

	

山
北
２
６
２
２
人
、
朝
日

６
４
７
０
人
、
神
林
１
万
９
８

３
３
人
、
荒
川
１
万
６
７
１
９

人
で
あ
る
。

	

施
設
の
統
廃
合
が
図
ら
れ

れ
た
場
合
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施

策
を
市
に
代
わ
っ
て
行
っ
て
き

て
い
る
、
各
地
区
の
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
職
員
の

問問答問問答問問

熊
出
没
へ
の
対
策
は

熊
出
没
へ
の
対
策
は

	
今
年
は
、
山
中
の
木
の
実
な
ど
が
凶

作
、
冬
眠
前
の
熊
が
人
里
に
姿
を
現
し
、

人
的
な
被
害
が
報
告
さ
れ
、
毎
日
の
よ
う

に
熊
の
出
没
が
見
ら
れ
る
が
対
策
は
。

	

市
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
を
最
優

先
に
、
熊
と
遭
遇
す
る
こ
と
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
た
め
、
防
災
無
線
で
注
意
喚
起

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
来
年
度

以
降
も
、
熊
の
食
糧
と
な
る
奥
山
の
ブ
ナ

の
実
が
不
足
し
た
場
合
、
市
街
地
へ
の
出

没
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
機
関

と
連
携
し
て
安
全
・
安
心
に
努
め
て
い
く
。

	

村
上
市
で
は
、
人
口
減
少
対
策
に
つ

い
て
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
方
策
で
人

問問答問問

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
の
か
。

	

村
上
市
で
も
、
進
学
を
契
機
に
若
い

世
代
が
市
外
に
転
出
す
る
こ
と
が
大
き
な

要
因
と
な
っ
て
お
り
、
奨
学
金
返
還
支
援

制
度
な
ど
に
よ
る
Ｕ
タ
ー
ン
の
き
っ
か
け

づ
く
り
も
行
っ
て
い
る
が
、
転
出
超
過
を

解
消
で
き
て
い
な
い
。
引
き
続
き
多
方
面

か
ら
取
り
組
み
を
進
め
る
。

	

市
長
は
、
村
上
市
の
ス
ケ
ー
ト
パ
ー

ク
は
「
商
業
ベ
ー
ス
に
も
乗
る
」
と
新
潟

日
報
の
取
材
で
発
言
し
て
い
た
が
、
そ
れ

に
つ
い
て
の
具
体
的
な
内
容
は
。

	

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
練
習
や
競
技
大

会
の
開
催
だ
け
で
な
く
、
プ
ロ
ラ
イ
ダ
ー

等
に
よ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
の

高
い
シ
ョ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
る

利
用
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。「
音
楽
と
ス

ポ
ー
ツ
を
融
合
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
」
な
ど

民
間
企
業
に
よ
る
営
業
・
事
業
活
動
に
も

期
待
し
て
お
り
、
今
後
も
多
方
面
で
の
活

用
に
努
め
た
い
。

答問問答

労
働
環
境
の
補
償
は
な
さ
れ
る
の
か
。

	

各
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、
そ
れ
ぞ
れ

一
法
人
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
市
と
し
て
経
営
の
補
償
に
つ
い
て

言
え
る
立
場
で
は
な
い
も
の
と
考
え
る
。

	

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
開
設
か
ら
現

在
ま
で
の
成
果
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

	

平
成
23
年
10
月
か
ら
本
年
11
月
ま
で

に
、
29
世
帯
61
人
が
移
住
さ
れ
、
季
節
利

用
の
方
が
６
世
帯
13
人
で
あ
る
。

	

空
き
家
に
な
る
前
に
、
第
三
者
へ
の

住
居
等
売
却
や
賃
貸
を
希
望
す
る
人
に
、

空
き
家
バ
ン
ク
の
よ
う
に
市
か
ら
情
報
発

信
は
で
き
な
い
も
の
か
。

	

空
き
家
に
な
る
前
の
情
報
発
信
も
空

き
家
解
消
の
有
効
な
手
段
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
情
報
発
信
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
今
後

検
討
し
た
い
。

答問問答問問答

施設整備と総合型クラブ運営施設整備と総合型クラブ運営
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一　
般　
質　
問 

⑷

「皇太子妃ゆかりの地」を「皇后陛下ゆかりの地」に

「皇后陛下ゆかりの地」に「皇后陛下ゆかりの地」に

	

市
役
所
正
面
側
に
あ
る

「
皇
太
子
妃
ゆ
か
り
の
地
」
の

看
板
を
「
皇
后
陛
下
ゆ
か
り
の

地
」
に
変
え
て
ほ
し
い
と
い
う

市
民
の
声
が
あ
る
が
。

	

ご
成
婚
の
祝
意
を
表
し
た

記
念
の
看
板
で
あ
り
、
こ
の
ま

ま
残
し
て
お
き
た
い
。

	

こ
の
看
板
は
記
念
で
は
な

く
表
示
の
た
め
で
あ
る
。
皇
后

陛
下
に
な
ら
れ
た
祝
意
を
表
す

看
板
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
の

意
見
も
多
い
が
。

	

歴
史
の
過
程
を
表
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
あ
ら
た
め
て
検

証
す
る
。

	

平
成
30
年
度
ふ
る
さ
と
納

税
が
95
億
円
の
都
城
市
と
約
３

億
３
千
万
円
の
本
市
の
違
い
を

ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

	

都
城
市
で
は
、
返
礼
品
の

種
類
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
、
提

供
で
き
る
返
礼
品
の
量
が
十
分

問問答問問答問問答

確
保
で
き
る
こ
と
な
ど
が
実
績
の
差
と
な

っ
て
い
る
。

	

市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
職
員
の

意
識
改
革
が
都
城
市
の
実
例
で
あ
る
。
本

市
は
可
能
性
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
当
面

10
億
円
、
将
来
30
億
円
を
目
標
と
し
て
も

ら
え
な
い
か
。

	

私
自
身
が
目
標
を
改
め
て
掲
げ
さ
せ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
前
に
進
め
て
い
き
た

い
。

	

笹
川
流
れ
夕
日
会
館
と
村
上
市
の
和

解
は
、
被
告
側
の
請
求
権
が
留
保
さ
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
新
し
く
指
定
管
理
者
と

な
る
団
体
に
は
伝
え
て
い
る
か
。

	
被
告
側
の
明
け
渡
し
以
外
の
請
求
権

は
、
存
在
し
な
い
の
で
、
新
し
い
管
理
者

に
伝
え
る
必
要
が
な
い
。
ト
イ
レ
等
の
費

用
は
請
求
を
受
け
て
い
な
い
。

問問答問問答

	

令
和
元
年
度
が
村
上
市
総
合
戦
略
５

カ
年
計
画
の
実
施
最
終
年
と
な
る
。
こ
の

村
上
市
総
合
戦
略
は
人
口
減
少
問
題
を
視

野
に
策
定
さ
れ
た
計
画
で
あ
る
が
、
人
口

減
少
と
、
ど
う
向
き
合
い
行
政
運
営
を
進

め
て
い
く
の
か
。

	

人
口
減
少
に
な
か
な
か
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
状
況
の
中
で
も
、
引
き
続
き
多

方
面
か
ら
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
今
後
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
維
持
す
る
た
め
に
も
行
政
コ
ス
ト
の

削
減
や
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、
効
率
的

な
行
政
運
営
を
行
い
、
効
果
の
高
い
事
業

を
選
択
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
く
。

問問答

	

平
成
29
年
に
購
入
し
た
瀬
波
温
泉

「
旧
香
藝
の
郷
美
術
館
土
地
・
建
物
」
売

買
契
約
書
締
結
に
あ
た
り
、
購
入
価
格
が

不
当
に
高
い
の
で
は
な
い
か
と
の
理
由
で

損
害
賠
償
を
求
め
る
住
民
監
査
請
求
を
市

民
有
志
か
ら
起
こ
さ
れ
た
。
売
買
契
約
締

結
以
降
、
市
民
お
よ
び
瀬
波
温
泉
関
係
者

の
方
々
か
ら
購
入
に
対
す
る
厳
し
い
意
見

や
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
。
し
か
も
、
住
民

監
査
請
求
は
監
査
委
員
に
棄
却
さ
れ
、
結

果
を
不
服
と
し
た
市
民
有
志
が
提
訴
し
住

民
訴
訟
へ
と
発
展
し
た
。「
旧
香
藝
の
郷

美
術
館
土
地
・
建
物
」
売
買
契
約
に
つ
い

て
議
会
議
決
以
降
、
市
民
の
関
心
は
高
く

な
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
村
上
市

は
ど
の
よ
う
に
事
業
を
進
め
て
い
く
の
か
。

	

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
か
ら
提
案
さ

れ
た
、
施
設
の
利
活
用
を
促
進
す
る
た
め

の
最
低
限
の
整
備
を
参
考
に
、
今
後
の
社

会
情
勢
や
観
光
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
順
次
時

期
を
見
極
め
改
修
等
進
め
て
い
き
た
い
。

問問答

人
口
減
少
と
向
き
合
う

人
口
減
少
と
向
き
合
う

嵩岡　輝夫 議員

佐藤　重陽 議員

瀬波温泉街の核になれるか
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一　
般　
質　
問 

⑸補助対象外の浴室タイル

本間　善和 議員

鈴木　一之 議員

	

子
ど
も
た
ち
が
冬
期
間
や

雨
天
時
で
も
屋
内
で
遊
べ
る
施

設
や
公
園
を
整
備
し
て
ほ
し
い

と
、
市
民
や
団
体
か
ら
の
要
望

を
伺
っ
て
い
る
。
空
き
校
舎
、

空
き
店
舗
等
を
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
（
※
）
に
よ
り
整
備

し
、
子
育
て
支
援
の
拠
点
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
伺

う
。

	

天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
屋

内
な
ど
で
遊
べ
る
施
設
の
充
実

を
望
ん
で
い
る
保
護
者
の
声
が

非
常
に
多
く
あ
る
。
ニ
ー
ズ
調

査
か
ら
も
、
屋
内
で
遊
べ
る
施

設
の
充
実
を
積
極
的
に
進
め
る

べ
き
と
の
回
答
も
あ
り
、
こ
の

施
設
整
備
の
優
先
度
は
高
い
と

認
識
し
て
い
る
。
誰
も
が
利
用

し
や
す
く
、
ま
た
多
く
の
方
々

に
利
用
し
て
も
ら
い
、
す
べ
て

の
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成

長
で
き
る
よ
う
、
屋
内
で
遊
べ

問問答

浴
室
等
の
タ
イ
ル
修
繕
に
も
補
助
を

浴
室
等
の
タ
イ
ル
修
繕
に
も
補
助
を

	
生
活
再
建
の
た
め
、
被
災
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
事
業
に
よ
る
支
援
を
行
っ
た
が
、

申
請
期
限
ま
で
の
申
請
者
は
予
定
見
込
み

数
の
６
０
０
件
に
対
し
て
、
１
０
１
件
に

留
ま
っ
て
い
る
。
補
助
対
象
の
屋
根
瓦
・

外
壁
・
基
礎
修
繕
工
事
以
外
の
箇
所
に
甚

大
な
被
害
を
受
け
て
い
る
被
害
者
が
多
い

と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
補
助
対
象
工
事
と

し
て
、
室
内
の
壁
・
浴
室
の
タ
イ
ル
等
の

修
繕
も
補
助
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

被
災
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
対
象
工
事

を
さ
ら
に
拡
充
す
べ
き
で
な
い
か
。

	

被
災
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
は
、
国

・
県
の
交
付
金
や
補
助
金
を
活
用
し
実
施

問問答

し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
耐
震
性
の
向
上
に

寄
与
す
る
」
こ
と
が
原
則
に
あ
る
。
浴
室

や
台
所
等
の
タ
イ
ル
は
耐
震
性
に
寄
与
す

る
構
造
体
と
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
補
助
対

象
外
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
さ
ら
に
対
象
工
事
を
拡
充
す
る
考
え

は
な
い
。

	

津
波
に
よ
る
避
難
の
た
め
、
夜
間
に

裏
山
の
神
社
等
の
高
台
ま
で
避
難
す
る
に

は
足
元
が
暗
く
、
苦
労
し
た
と
聞
い
て
い

る
。
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
ソ
ー

ラ
ー
式
照
明
器
具
の
設
置
を
地
域
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
の
対
象
工
事
と
し
て
取
り
扱

う
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

	

ソ
ー
ラ
ー
式
照
明
器
具
は
大
変
効
果

的
な
手
法
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現

在
２
基
の
設
置
準
備
を
進
め
て
い
る
。
今

後
は
年
次
計
画
で
設
置
を
考
え
る
。ま
た
、

政
教
分
離
に
反
し
な
い
範
囲
で
、
地
域
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
を
充
て
る
こ
と
は
可
能

と
考
え
て
い
る
。

問問答

る
施
設
を
備
え
た
子
育
て
支
援
の
拠
点
整

備
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討
を
し
て
い

く
。

	

農
福
連
携
は
、
障
が
い
者
等
が
農
業

分
野
で
の
活
躍
を
通
じ
、
自
信
や
生
き
が

い
を
持
っ
て
社
会
参
画
を
実
現
し
て
い
く

取
り
組
み
だ
が
、
担
い
手
不
足
や
高
齢
化

が
進
む
農
業
分
野
に
お
い
て
、
新
た
な
働

き
手
確
保
等
の
効
果
も
あ
る
。つ
い
て
は
、

県
事
業
で
あ
る
農
作
業
受
託
サ
ポ
ー
タ
―

配
置
事
業
を
導
入
す
る
考
え
は
。

	

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
み
ど
り

の
家
が
、
農
作
業
受
託
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ

り
、
事
業
所
と
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
調
整
を

行
う
下
越
地
区
唯
一
の
共
同
窓
口
で
、
県

か
ら
の
事
業
委
託
を
受
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
も
協
力
し
て
、
障

が
い
者
施
設
か
ら
の
物
品
の
購
入
等
を
引

き
続
き
行
っ
て
い
く
。

問問答

子育て支援の拠点整備を子育て支援の拠点整備を

市民厚生常任委員会での視察先
「屋内子ども遊び場」（足利市）

※「ユニバーサルデザイン」とは？※「ユニバーサルデザイン」とは？　　�年齢や障害の有無、体格、性別、国籍などにかかわらず、できるだけ
多くの人にわかりやすく、利用可能であるように、製品、建物、空間
をデザインすること。
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⑹

ポイントカード事業の導入をポイントカード事業の導入を

	

行
政
、
地
域
商
店
街
、
大

型
店
と
が
連
携
し
た
、
市
独
自

の
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
事
業
を
展

開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
済
活

性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
社
会

貢
献
活
動
や
健
康
増
進
事
業
等

の
市
主
催
の
事
業
促
進
を
図
る

考
え
は
な
い
か
。

	

市
内
の
加
盟
店
の
み
で
使

え
る
地
域
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を

発
行
し
、
市
外
へ
の
買
い
物
流

出
を
抑
制
し
、
公
共
施
設
の
利

用
や
市
の
事
業
に
参
加
す
る
こ

と
で
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る

な
ど
、
先
駆
的
な
取
り
組
み
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
地
域

経
済
活
性
化
お
よ
び
市
主
催
事

業
促
進
の
手
法
の
一
つ
と
し
て

研
究
し
た
い
と
思
う
。

	

国
の
施
策
で
あ
る
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
の
利
用
状
況
と

効
果
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。

問問答問問

	

11
月
30
日
現
在
、
低
所
得
者
向
け
商

品
券
の
交
付
決
定
者
は
４
５
０
３
人
で
、

対
象
者
の
38
・
１
％
で
あ
る
。
子
育
て
世

帯
向
け
商
品
券
に
つ
い
て
は
、
申
請
の
必

要
は
な
く
、
対
象
と
な
る
９
５
９
人
に
引

換
券
を
交
付
済
み
で
あ
る
。

　

効
果
に
つ
い
て
は
、
低
所
得
者
と
子
育

て
世
帯
の
家
計
へ
の
負
担
軽
減
と
い
う
観

点
か
ら
、
一
定
の
効
果
は
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

	

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
補
助
金
の
新

年
度
予
算
へ
の
計
上
は
ど
う
な
る
の
か
。

	

４
月
早
々
か
ら
事
業
着
手
で
き
る
よ

う
、
ま
た
、
増
税
後
の
景
気
維
持
の
下
支

え
と
す
る
た
め
、
今
定
例
会
で
債
務
負
担

行
為
を
提
案
し
、
予
算
は
今
年
度
と
同
額

の
６
千
万
円
と
考
え
て
い
る
。

答問問答

	

近
年
に
な
く
岩
船
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

１
等
米
比
率
が
非
常
に
低
い
が
、
そ
の
原

因
と
対
策
は
。

	

品
質
低
下
の
主
な
要
因
は
、
台
風
10

号
の
フ
ェ
ー
ン
現
象
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

格
落
ち
理
由
は
、
除
く
青
未
熟
粒
や
心
白

粒
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
対
策
の
動
き
に

つ
い
て
は
、
岩
船
農
業
振
興
協
議
会
作
物

部
会
に
お
い
て
関
係
機
関
と
連
携
し
、
令

和
元
年
産
の
分
析
、
作
柄
と
品
質
向
上
に

向
け
た
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

	
毎
年
、
栽
培
指
針
等
に
つ
い
て
は
、

県
が
主
導
的
立
場
で
進
め
て
い
る
が
、
異

な
る
栽
培
方
法
等
、
実
証
ほ
で
の
研
究
が

問問答問問

さ
れ
て
い
る
か
。

	

毎
年
「
岩
船
米
重
点
技
術
対
策
」
を

策
定
し
、
技
術
指
導
や
実
証
ほ
に
よ
る
検

証
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
管
内
農
業
者

３
人
を
新
潟
米
管
理
対
策
推
進
員
に
任
命

し
、
播
種
か
ら
収
穫
ま
で
の
間
、
生
育
お

よ
び
管
理
デ
ー
タ
の
提
供
を
受
け
、
異
常

気
象
時
等
の
判
定
や
対
策
情
報
に
役
立
て

て
い
る
。

	

県
で
は
高
温
に
強
い
品
種
改
良
の
研

究
を
進
め
て
い
る
の
か
。

	

新
品
種
や
新
技
術
の
開
発
に
取
り
組

み
、
高
温
化
に
お
い
て
も
品
質
を
確
保
で

き
る
極
早
生
品
種
を
、
令
和
２
年
度
を
目

途
に
選
定
し
、
３
年
程
度
の
適
地
適
応
性

試
験
を
行
い
、
普
及
性
を
検
討
す
る
こ
と

が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
新
品
種
や
新
技
術

の
導
入
と
併
せ
、
地
域
別
に
想
定
さ
れ
る

フ
ェ
ー
ン
現
象
が
も
た
ら
す
米
の
生
育
に

対
す
る
リ
ス
ク
を
予
測
す
る
シ
ス
テ
ム
等

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

答問問答

気
候
変
動
に
耐
え
る
稲
作
を

気
候
変
動
に
耐
え
る
稲
作
を

小田　信人 議員

木村　貞雄 議員

これからも良質米が期待できる水田に

とまチョップポイントを活用した事業の仕組み
（経済建設常任委員会の行政視察資料より）
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急ピッチで建設が進む新村上総合病院

早急な改修工事が望まれる荒川総合体育館

髙田　晃 議員

稲葉久美子 議員

	

文
部
科
学
省
は
、
教
員
の

働
き
改
革
を
進
め
る
た
め
に
、

勤
務
時
間
を
年
単
位
で
管
理
す

る
「
変
形
労
働
時
間
制
」
を
導

入
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
教
職

員
の
勤
務
時
間
短
縮
に
向
け
て

の
方
向
性
は
。

	

各
教
職
員
の
勤
務
時
間
は
、

タ
イ
ム
カ
ー
ド
に
よ
っ
て
適
正

に
管
理
さ
れ
て
い
る
。
市
教
育

委
員
会
で
は
、
勤
務
時
間
が
長

時
間
に
及
ぶ
場
合
は
、
校
長
が

個
々
の
教
職
員
に
指
導
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
部
活
動
の
時
間
は
、「
村

上
市
部
活
動
方
針
」
に
基
づ
き

部
活
動
ご
と
に
年
間
計
画
を
作

成
し
、
長
時
間
残
業
す
る
教
職

員
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
。

今
後
も
保
護
者
や
地
域
の
理
解

を
得
な
が
ら
、
残
業
時
間
短
縮

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

	

公
立
・
公
的
病
院
の
再
編

問問答問問

荒
川
総
合
体
育
館
の
耐
震
改
修
は

荒
川
総
合
体
育
館
の
耐
震
改
修
は

	
平
成
27
年
度
に
実
施
し
た
耐
震
診
断

結
果
に
基
づ
く
今
後
の
耐
震
工
事
の
方
向

性
に
つ
い
て
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

	

現
在
荒
川
総
合
体
育
館
つ
い
て
は
未

着
手
の
状
況
で
あ
る
が
、今
年
度
中
に「
将

来
に
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
方

針
」
に
つ
い
て
整
理
す
る
予
定
。
荒
川
総

合
体
育
館
の
耐
震
改
修
工
事
に
つ
い
て

も
、
こ
の
中
で
方
針
を
整
理
し
て
い
く
。

	

具
体
的
な
時
期
は
示
せ
る
か
。

	

ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
限
ら
ず
、
学
校
や

問問答問問答

他
の
公
共
施
設
な
ど
、
総
合
的
に
判
断
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
、
設
計
や
工
事
を
い

つ
す
る
か
、
具
体
的
な
こ
と
は
現
時
点
で

は
示
せ
な
い
。

	
耐
震
診
断
結
果
で
も
強
い
力
が
一
極

集
中
し
て
加
わ
れ
ば
崩
れ
る
可
能
性
が
あ

る
な
ど
、
危
険
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
人
間
で
い
え
ば
精
密
検
査
で
悪
い
所
が

見
つ
か
っ
て
何
も
し
な
い
よ
う
な
も
の
。

早
急
に
対
処
す
べ
き
と
思
う
が
。
市
長
の

見
解
を
伺
う
。

	

耐
震
診
断
結
果
に
つ
い
て
は
把
握
し

て
お
り
、
教
育
委
員
会
に
対
応
検
討
を
指

示
し
て
い
る
。

　

危
険
を
伴
う
と
こ
ろ
を
供
用
し
て
い
る

こ
と
自
体
、
早
急
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
当
た
り
前
の
話
だ
が
、
時
間

が
経
過
し
て
い
る
の
も
事
実
。

　

ど
の
よ
う
な
形
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
、

早
急
に
結
論
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

問問答

が
発
表
に
な
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
た
か
。

	

厚
生
労
働
省
と
県
立
病
院
経
営
委
員

会
に
よ
る
一
連
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
村

上
総
合
病
院
の
移
転
新
築
に
関
わ
ら
ず
、

地
域
の
特
性
や
人
口
動
態
、
限
ら
れ
た
医

療
資
源
の
有
効
活
用
な
ど
を
考
慮
の
上
、

将
来
に
向
け
て
持
続
可
能
な
医
療
を
確
保

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
県
に
は
研
修
医

確
保
を
切
望
し
、
市
で
は
臨
床
研
修
病
院

で
あ
る
村
上
総
合
病
院
の
移
転
新
築
や
医

学
生
修
学
資
金
貸
与
制
度
の
運
用
に
よ
り

引
き
続
き
医
師
確
保
対
策
を
進
め
る
。

	

妊
婦
の
医
療
費
助
成
が
実
施
さ
れ
て

い
な
い
の
は
県
内
で
村
上
市
だ
け
で
あ
る
。

実
施
す
べ
き
で
な
い
か
。

	

子
育
て
支
援
の
観
点
か
ら
も
、
そ
の

効
果
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
る
。
引

き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

答問問答

教育の現場にも「働き方改革」教育の現場にも「働き方改革」
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市町村合併後12年の検証は市町村合併後12年の検証は

	

本
市
の
誕
生
か
ら
12
年
が

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

人
口
減
少
問
題
な
ど
市
が
抱
え

る
問
題
は
山
積
し
て
い
る
。
少

子
化
対
策
の
内
容
は
。

	

本
市
で
は
、
人
口
減
少
に

対
応
す
る
た
め
「
村
上
市
総
合

戦
略
」
に
基
づ
き
、
子
ど
も
医

療
費
助
成
や
多
子
世
帯
の
保
育

料
の
負
担
軽
減
な
ど
、
子
育
て

世
帯
の
応
援
や
市
独
自
の
奨
学

金
返
還
支
援
制
度
に
よ
る
若
者

の
Ｕ
タ
ー
ン
対
策
等
、
多
方
面

か
ら
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い

る
。

	

農
林
水
産
業
の
各
分
野
に

お
け
る
後
継
者
育
成
等
従
事
者

へ
の
支
援
策
は
。

	

農
業
で
は
、
国
の
事
業
で

あ
る
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事

業
や
市
単
独
事
業
の
就
農
支
援

補
助
金
に
よ
る
新
規
就
農
者
へ

の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
林
業

問問答問問答

で
は
、
国
の
支
援
事
業
で
あ
る
「
緑
の
雇

用
新
規
就
業
者
育
成
推
進
事
業
」
を
活
用

し
て
、
林
業
事
業
体
が
新
規
就
業
者
を
対

象
に
研
修
を
実
施
し
て
お
り
、
直
近
３
年

間
の
実
績
は
39
人
に
及
ぶ
。

	

本
市
の
中
小
企
業
振
興
お
よ
び
雇
用

創
出
に
つ
い
て
、
そ
の
対
策
内
容
は
。

	

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
を
踏
ま
え
、

産
業
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
補
助
制
度
を

創
設
し
、
市
内
産
業
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

	

行
財
政
改
革
に
よ
る
市
職
員
削
減
は
。

	

合
併
当
初
よ
り
２
１
５
人
減
で
あ
る
。

	
官
民
連
携
に
よ
る
空
き
家
対
策
は
。

	
市
内
に
は
現
在
９
８
０
件
の
空
き
家

が
あ
り
、
活
用
や
売
却
に
つ
い
て
は
不
動

産
業
者
の
方
へ
相
談
し
て
い
る
。
今
後
も

連
携
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
。

問問答問問答問問答

	

市
内
の
現
状
は
、
消
費
税
の
８
％
増

税
以
来
景
気
は
冷
え
込
ん
だ
ま
ま
、
10
％

増
税
で
致
命
的
と
も
言
え
る
状
況
と
な
っ

て
き
て
い
る
。
収
入
が
少
な
い
人
ほ
ど
結

婚
し
な
い
傾
向
が
あ
る
。
若
者
が
家
庭
を

持
て
る
よ
う
な
職
場
が
必
要
だ
。

　
ポ
イ
ン
ト
は
、
増
税
に
見
合
う
人
件
費

と
考
え
る
が
、
市
内
最
大
の
職
場
で
あ
る

村
上
市
の
委
託
を
受
け
て
い
る
請
負
会
社

や
指
定
管
理
の
現
場
で
、
消
費
税
増
税
に

見
合
う
人
件
費
と
な
っ
て
い
る
か
。

	
市
が
発
注
す
る
場
合
の
人
件
費
の
積

算
に
つ
い
て
は
、
工
事
費
等
の
場
合
は
公

共
工
事
設
計
労
務
単
価
を
用
い
、
指
定
管

問問答

理
料
の
場
合
は
、
賃
金
構
造
基
本
統
計
調

査
の
職
種
ご
と
に
単
価
お
よ
び
最
低
賃
金

を
用
い
て
お
り
、
適
切
な
積
算
と
な
っ
て

い
る
。

	

ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
の
運
転
業
務
委
託

の
契
約
に
つ
い
て
、
２
月
ま
で
直
接
指
揮

命
令
を
中
学
校
の
用
務
員
が
行
っ
て
い
た

点
を
新
潟
労
働
局
に
照
会
し
た
と
こ
ろ
、

そ
れ
も
含
め
て
市
に
確
認
、
指
導
し
た
と

明
確
な
回
答
が
あ
っ
た
。
来
年
度
の
運
転

業
務
委
託
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
入
札
だ

が
、
改
善
結
果
を
聞
き
た
い
。

	

指
導
事
項
は
、
①
今
後
労
働
者
の
選

定
等
に
関
与
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
な
い

よ
う
改
善
措
置
を
講
じ
る
こ
と
、
②
今
後

適
正
な
労
務
委
託
と
な
る
よ
う
理
由
を
明

示
、
あ
る
い
は
指
示
系
統
の
明
確
化
等
の

改
善
可
能
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
つ
い

て
経
費
負
担
の
あ
い
ま
い
な
部
分
を
改
め

る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
既
に
改
善

報
告
書
を
提
出
し
、業
務
を
進
め
て
い
る
。

問問答

バ
ス
運
転
業
務

バ
ス
運
転
業
務  

改
善
進
む

改
善
進
む

平山　耕 議員

竹内喜代嗣 議員

神林地区のスクールバス、通園バス

不動産業者と連携し空き家問題の解決を

令和２年２月15日発行　第58号

（ ）11 むらかみ市議会だより



一　
般　
質　
問 

⑼舘腰地区で行われた基盤整備事業の説明会の様子

渡辺　昌 議員

産
業
振
興
で
地
域
に
活
力
を

産
業
振
興
で
地
域
に
活
力
を

	
朝
日
地
区
で
は
農
地
基
盤
事
業
へ
の

地
域
か
ら
の
要
望
が
あ
り
、
地
元
の
合
意

形
成
へ
活
動
し
て
い
る
が
、
市
は
基
盤
整

備
事
業
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

	

県
の
農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
農
地

集
積
事
業
を
念
頭
に
、
地
元
農
家
と
県
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
連
携
し
、
担

い
手
の
確
保
や
育
成
と
と
も
に
、
農
地
の

集
積
や
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
を
進
め
、
足

腰
の
強
い
農
業
の
実
現
に
向
け
て
ほ
場
整

備
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

	

儲
か
る
農
業
の
実
現
へ
県
の
園
芸
振

興
基
本
戦
略
が
策
定
さ
れ
た
が
、
本
市
の

園
芸
生
産
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

問問答問問

	

産
地
交
付
金
や
村
上
市
農
業
振
興
事

業
補
助
金
、
農
林
県
単
事
業
な
ど
を
活
用

し
な
が
ら
、
ネ
ギ
を
中
心
と
し
た
園
芸
品

目
の
さ
ら
な
る
生
産
拡
大
を
図
る
と
と
も

に
、
水
稲
と
の
複
合
経
営
を
推
進
し
、
農

業
者
の
経
営
安
定
と
所
得
向
上
に
努
め
て

い
く
。

	

森
林
整
備
と
併
せ
、
本
市
で
の
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
を
積
極
的
に
推
進

す
る
考
え
は
。

	

民
間
企
業
に
よ
り
、
小
型
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
設
備
を
市
内
に
10
基
設
置
す
る
計

画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
本
市
は
森
林
資

源
か
ら
算
出
さ
れ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
量

に
よ
り
大
型
の
発
電
所
の
安
定
稼
働
は
難

し
い
と
さ
れ
る
が
、
今
後
の
新
た
な
技
術

的
進
歩
や
基
盤
整
備
の
改
善
等
に
よ
る
森

林
資
源
の
利
活
用
に
よ
っ
て
は
大
き
く
転

換
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
本
市
の
森
林
整

備
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
の
活
用
を
検
討
し
て
い
く
。

答問問答

　広報特別委員会では、11月11～12日、茨城県取手市議会と栃木県宇都宮市議会で研修してきました。

◆茨城県取手市議会
　取手市議会では、議会基本条例の下、議員と議会事務局職員が上下関係を作ることなく一体となり、事務局職員が
企画した議員研修会や議会ホームページに市政の課題を数多く掲載するなど、多方面にわたり取り組んでいます。議
員と議会事務局がコミュニケーションを図りながら、「議会の見える化」への取り組みを進める重要性を認識しました。
　また、毎年実施している市民との意見交換会ですが、当初は議会の報告会として実施していたところ参加者が減少
したため、テーマを決めての意見交換形式に転換し、車座になって対話重視に工夫をしたところ、参加者が多くなっ
たそうです。主催者となる議会側の話しやすい場づくりが大切と感じました。

◆栃木県宇都宮市議会
　宇都宮市議会の広報誌の表紙は市民が集う写真が多く使われており、
市民と議会が近づいた印象を受けました。近年ではホームページのア
クセス数も増加し、議会広報の取り組みが市政に対する市民意識の向
上につながることがうかがえました。
　市民のためにどのような議論がなされ、どう展開し対処されたかと
いう視点でグラフやイラストも多く記事に活用されており、興味を惹
きつけると同時に、若い世代でも読んでもらえる紙面づくりの工夫が
随所に取り入れられています。ＱＲコードの活用によりホームページ
のアクセス数が３倍になったということですので、本市議会でもより
良い情報発信に努めていきたいと思います。

議会の見える化を強化
広報特別委員会 行政視察レポート

取手市議会では議場で研修
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委
員
会
の
審
査
報
告
⑴

委
員
会
の
審
査
報
告

◎
は
委
員
長

○
は
副
委
員
長

◎
鈴
木
い
せ
子 

○
小
杉　
武
仁

　
鈴
木　
好
彦 　
髙
田　
　
晃

　
小
杉　
和
也 　
板
垣　
一
徳

　
嵩
岡　
輝
夫 　
佐
藤　
重
陽

総
務
文
教

◆�

村
上
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

	

本
市
で
は
全
て
パ
ー
ト
タ
イ

ム
職
員
と
し
て
雇
用
を
予
定
し
て

い
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、

保
育
士
や
療
育
指
導
員
な
ど
、
正

規
職
員
と
同
一
労
働
の
職
種
に
つ

い
て
は
、
待
遇
改
善
や
社
会
保
障

の
面
か
ら
、
フ
ル
タ
イ
ム
職
員
と

し
て
雇
用
す
べ
き
で
は
。

	

保
育
士
な
ど
人
材
確
保
が
困

難
な
職
種
や
特
殊
な
技
術
を
要
す

る
職
員
に
つ
い
て
は
、
フ
ル
タ
イ

ム
と
し
て
の
雇
用
も
有
効
な
手
段

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
検

討
し
ま
す
。

	

会
計
年
度
任
用
職
員
給
与
の

制
度
設
計
の
段
階
で
は
、
国
の
事

務
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
遵
守
す
る

問問答問問

人
材
確
保
に
向
け
改
革
を
加
速

人
材
確
保
に
向
け
改
革
を
加
速

ほ
か
、
近
隣
市
町
村
の
状
況
も
参

考
に
す
る
と
あ
り
ま
す
が
、
調
査

の
状
況
は
。

	

県
の
勉
強
会
等
に
参
加
し
て

情
報
交
換
を
行
い
、
情
報
共
有
を

基
に
制
度
設
計
に
反
映
さ
せ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

	
保
育
士
に
関
し
て
は
、
新
発

田
市
や
胎
内
市
の
期
末
手
当
は
本

市
よ
り
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、
実

答問問態
は
。

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

	

区
嘱
託
員
は
非
常
勤
の
特
別

職
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
身
分

に
な
り
ま
す
か
。

	

現
在
、
区
嘱
託
員
は
非
常
勤

職
員
で
す
が
、
嘱
託
員
の
要
件
が

厳
格
化
さ
れ
る
た
め
、
私
人
と
し

て
従
来
の
業
務
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

	

私
人
と
い
う
こ
と
は
、
政
治

活
動
も
可
能
に
な
り
ま
す
か
。

	

な
り
ま
す
。

問問答問問答◆�

村
上
市
新
潟
県
厚
生
農
業
協
同

組
合
連
合
会
村
上
総
合
病
院
移

転
新
築
支
援
基
金
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て

	

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
を
は
じ
め
、

村
上
総
合
病
院
移
転
新
築
に
係
る

補
助
金
の
財
源
に
も
過
疎
債
を
充

当
す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
市
の

大
型
事
業
に
過
疎
債
を
使
う
こ
と

で
、
来
年
度
以
降
の
事
業
に
影
響

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

	
国
で
は
活
用
す
る
に
あ
た
り

年
度
ご
と
の
枠
が
あ
り
、
今
回
も

問問答

村
上
総
合
病
院
の
補
助
事
業
に
対

し
て
申
請
額
の
９
割
を
超
え
る
過

疎
債
の
同
意
を
得
ま
し
た
が
、
他

の
事
業
の
影
響
は
な
い
も
の
と
考

え
ま
す
。

【
歳
出
】

・
総
務
費

	

市
長
交
際
費
に
つ
い
て
、
30

万
円
を
増
額
補
正
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
内
容
は
。

	

慶
祝
行
事
の
一
環
と
し
て
小

和
田
家
へ
お
届
け
し
た
村
上
木
彫

堆
朱
の
記
念
品
に
つ
い
て
、
予
算

積
算
時
と
の
差
額
分
20
万
円
と
、

災
害
見
舞
金
に
係
る
交
際
費
不
足

分
10
万
円
の
補
正
で
す
。

・
教
育
費

	

長
津
研
修
セ
ン
タ
ー
経
費
に

つ
い
て
、
光
熱
水
費
を
補
正
し
て

い
ま
す
が
、
主
な
利
用
者
は
。

	

大
学
生
や
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の

合
宿
な
ど
の
利
用
が
多
い
で
す
。

◆
条
例
改
正　

５
件

◆
情
報
通
信
事
業
特
別
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

元
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

問問答問問答元
年
度 

特
別
会
計
補
正
予
算

し
た
場
合
、
最
大
で
１
億
２
千
万

円
の
予
算
増
と
な
り
ま
す
。

	
移
行
に
は
国
か
ら
の
財
政
支

援
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
現

在
の
財
源
確
保
に
関
す
る
進
捗
状

況
は
。

	

国
の
財
政
計
画
に
よ
り
、
何

ら
か
の
処
置
は
あ
る
と
伺
っ
て
い

ま
す
が
、
具
体
的
な
財
政
支
援
に

関
す
る
連
絡
を
得
て
い
な
い
状
況

な
の
で
、
全
国
市
長
会
を
通
し
て

支
援
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

◆�

村
上
市
の
特
別
職
の
職
員
で
非

問問答

	

確
か
に
新
発
田
市
と
胎
内
市

の
期
末
手
当
は
本
市
よ
り
上
回
っ

て
い
る
の
が
事
実
で
す
が
、
時
間

当
た
り
の
単
価
や
、
給
与
の
格
付

け
が
異
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
最

終
的
な
個
人
の
総
収
入
額
に
換
算

す
る
と
本
市
と
差
は
な
い
と
考
え

ま
す
。

	

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

お
よ
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
経
費

は
、
ど
の
程
度
を
見
込
ん
で
い
ま

す
か
。

	

現
在
の
非
常
勤
特
別
職
と
臨

時
職
員
を
会
計
年
度
職
員
に
移
行

答問問答

人材確保はどの自治体も急務
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委
員
会
の
審
査
報
告
⑵

◎
渡
辺　
　
昌 

○
河
村　
幸
雄

　
尾
形　
修
平 　
大
滝　
国
吉

　
平
山　
　
耕 　
稲
葉
久
美
子

　
木
村　
貞
雄 　
長
谷
川　
孝

　
鈴
木　
一
之

市
民
厚
生

◆�

村
上
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

	

平
成
28
年
４
月
か
ら
通
所
介

護
に
つ
い
て
、
定
員
19
人
以
上
が

従
来
の
通
所
介
護
、
18
人
以
下
が

地
域
密
着
型
通
所
介
護
に
分
か
れ

ま
し
た
。
上
海
府
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
は
市
外

の
事
業
者
で
す
が
、
介
護
士
不
足

な
ど
で
運
営
が
大
変
だ
と
い
う
こ

と
で
す
。
な
ぜ
地
域
密
着
型
通
所

介
護
に
移
行
し
た
の
で
す
か
。

	

上
海
府
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
は
、
法
改
正
の
時

点
で
定
員
が
18
人
で
し
た
の
で
、

法
改
正
に
よ
り
地
域
密
着
型
通
所

介
護
施
設
と
し
て
の
運
営
に
変
わ

っ
た
も
の
で
す
。

	

改
正
前
の
通
所
介
護
で
、
市

外
在
住
者
の
方
の
利
用
は
。

	

広
域
型
の
通
所
介
護
で
し
た

が
、
利
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

	

市
外
の
方
の
利
用
が
な
い
状

問問答問問答問問

新
た
な
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
開
設

新
た
な
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
開
設

況
の
中
、
そ
れ
ま
で
の
施
設
を
自

己
負
担
が
割
高
な
地
域
密
着
型
に

移
行
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
施
設

の
経
営
改
善
が
目
的
の
一
つ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
現
状
は
そ
の
よ

う
に
な
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
法
改
正
の
趣
旨
は
。

	

地
域
密
着
型
と
し
て
施
設
の

運
営
が
変
わ
っ
た
も
の
で
、
そ
の

名
称
ど
お
り
、
よ
り
地
域
と
の
結

び
付
き
の
強
い
施
設
と
し
て
位
置

付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

◆�

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

答の
指
定
に
つ
い
て
〈
神
林
い
こ

い
の
家
〉

	

老
朽
化
が
進
み
将
来
的
に
運

営
が
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
と

の
こ
と
で
す
が
、
３
年
後
の
受
け

皿
と
し
て
想
定
し
て
い
る
と
こ
ろ

は
。

	

い
く
つ
か
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
あ
り
ま
す
が
、
神
林
い
こ

い
の
家
は
築
40
年
を
経
過
し
、
修

繕
箇
所
が
生
じ
て
い
ま
す
。
指
定

管
理
期
間
を
３
年
と
し
、
そ
の
間

に
今
後
の
運
営
を
検
討
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

問問答

管
理
施
設
の
職
員
の
給
料
は
ど
の

よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

	

現
段
階
で
は
、
通
常
の
人
件

費
で
積
算
し
て
い
ま
す
が
、
会
計

年
度
任
用
職
員
と
の
差
に
つ
い
て

は
、
今
後
見
直
し
を
図
っ
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

	

小
学
校
が
統
合
さ
れ
、
施
設

を
利
用
す
る
子
ど
も
た
ち
の
送
迎

な
ど
指
定
管
理
者
の
負
担
が
多
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
学

校
教
育
課
と
相
談
し
て
ス
ク
ー
ル

バ
ス
に
よ
る
送
迎
が
で
き
な
い
か

答問問と
提
案
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の

動
き
は
。

	

ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
よ
る
送
迎

に
つ
い
て
、
実
施
に
向
け
て
課
題

も
多
い
こ
と
か
ら
、
検
討
を
図
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

・
民
生
費

	

社
会
福
祉
費
の
障
害
者
自
立

支
援
経
費
で
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
費
が
約
１
億
２
５
０
０
万
円
を

増
額
計
上
し
て
い
ま
す
。
先
般
、

閉
会
中
事
務
調
査
で
グ
ル
ー
プ
ホ

答元
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

問問

ー
ム
「
は
ま
え
ん
ど
う
」
を
視
察

し
ま
し
た
が
、
そ
の
施
設
の
分
は

ど
の
く
ら
い
で
す
か
。

	

１
０
１
８
万
円
の
見
込
み
で

す
。

◆
条
例
改
正　

２
件

◆
指
定
管
理
者
の
指
定　

２
件

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

答元
年
度 

特
別
会
計
補
正
予
算 アパートを改装し活用している

「グループホームはまえんどう」

◆�

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
〈
あ
ら
か
わ

病
児
保
育
セ
ン
タ
ー
〉

	

先
般
、
利
用
対
象
年
齢
を
小

学
３
年
生
か
ら
６
年
生
に
引
き
上

げ
ま
し
た
が
、そ
の
後
の
状
況
は
。

	

９
月
か
ら
拡
充
さ
れ
、
現
在

４
年
生
が
１
人
登
録
し
て
い
ま
す

が
、利
用
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

	

利
用
者
の
う
ち
、
村
上
市
と

関
川
村
の
方
の
利
用
割
合
は
。

	

平
成
30
年
度
の
実
績
で
、
利

用
者
の
総
数
は
３
５
３
人
、
市
内

の
方
が
３
１
８
人
、
関
川
村
の
方

問問答問問答が
35
人
で
す
。

	

市
内
利
用
者
の
地
区
別
内
訳

は
。

	
村
上
地
区
１
４
８
人
、
荒
川

地
区
１
０
３
人
、
神
林
地
区
63
人
、

朝
日
地
区
４
人
、
山
北
地
区
０
人

で
し
た
。

◆�

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
〈
神
林
学
童

保
育
所
〉

	

指
定
管
理
料
の
積
算
に
お
い

て
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が

導
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
指
定

問問答問問

令和２年２月15日発行　第58号

（ ）14むらかみ市議会だより



委
員
会
の
審
査
報
告
⑶

地域活性化の拠点としても期待される
「笹川流れ夕日会館」

◆
市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

	

塩
町
北
裏
線
に
つ
い
て
、
既

存
の
市
道
を
民
間
開
発
に
よ
っ
て

分
離
し
た
形
で
す
が
、
今
ま
で
の

道
路
は
ど
の
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

	

既
存
の
道
路
と
新
し
い
道
路

を
交
換
す
る
形
で
付
替
え
を
し

て
、
敷
幅
が
90
㎝
し
か
な
い
と
こ

ろ
に
用
地
の
寄
附
を
受
け
て
、
新

し
く
４
ｍ
道
路
と
す
る
も
の
で
す
。

◆�

村
上
市
公
営
企
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

	

下
水
道
課
と
水
道
局
が
統
合

し
上
下
水
道
課
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
全
体
の
事
業
に
対
し

て
の
職
員
の
配
置
は
。

	

職
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
、

新
し
い
組
織
と
し
て
人
事
異
動
で

公
表
に
な
ら
な
い
限
り
把
握
は
し

て
い
ま
せ
ん
。

	

独
立
採
算
制
を
採
る
公
営
企

業
会
計
に
簡
易
水
道
事
業
が
移
行

問問答問問答問問

指
定
管
理
施
設
の
在
り
方
は

指
定
管
理
施
設
の
在
り
方
は

す
る
と
、
水
道
料
金
の
値
上
げ
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

	

公
営
企
業
化
に
伴
う
簡
易
水

道
条
例
の
改
正
は
な
く
、
上
水
道

事
業
会
計
と
一
本
化
す
る
も
の
で

は
な
い
の
で
、
今
ま
で
と
同
じ
形

で
継
続
し
ま
す
。

◆�

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
〈
笹
川
流
れ

夕
日
会
館
・
桑
川
駅
前
広
場
駐

車
場
〉

	
提
案
さ
れ
て
い
る
指
定
管
理

団
体
で
は
、
観
光
客
の
少
な
く
な

答問問る
冬
場
の
閑
散
期
の
対
応
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
対
策
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。

	

例
え
ば
一
つ
の
案
と
し
て
、

桑
川
漁
港
か
ら
水
揚
げ
さ
れ
る
魚

の
開
き
な
ど
の
加
工
品
を
商
品
化

し
冬
場
の
収
入
源
と
す
る
な
ど
、

新
た
な
事
業
を
展
開
し
た
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

	

道
の
駅
「
笹
川
流
れ
夕
日
会

館
」
が
ど
の
よ
う
に
買
い
物
困
難

者
に
対
応
し
、
解
消
す
る
の
か
、

具
体
的
な
対
応
策
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
提
案
を
受
け
ま
し
た
か
。

答問問

な
提
案
を
受
け
ま
し
た
か
。

	

現
在
、
観
光
列
車
「
海
里
」

の
乗
客
へ
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
継
続
し
、

新
た
な
企
画
が
あ
れ
ば
そ
の
都
度

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
協
議
し
、
協
力
し

て
い
き
た
い
、
と
の
こ
と
で
し
た
。

	

現
在
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
々

の
雇
用
は
、
指
定
管
理
後
ど
の
よ

う
に
な
り
ま
す
か
。

	

今
後
の
継
続
勤
務
の
希
望
を

お
聞
き
し
、
希
望
す
る
方
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
雇
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

答問問答◆�

公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て
〈
山
北
ゆ
り

花
温
泉
・
交
流
の
館
「
八
幡
」〉

	

提
案
さ
れ
て
い
る
指
定
管
理

団
体
は
、
平
成
18
年
か
ら
４
期
に

わ
た
る
実
績
が
あ
り
ま
す
が
、
今

回
の
再
指
定
で
は
、
な
ぜ
指
定
管

理
期
間
が
５
年
間
で
は
な
く
３
年

間
な
の
で
す
か
。

	

勝
木
周
辺
の
拠
点
化
の
協
議

の
中
で
も
、
交
流
の
館
「
八
幡
」

を
含
め
た
検
討
が
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
結
論
が
出
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
３
年
間
の
期
間
の
中
で
そ
の

問問答

在
り
方
に
つ
い
て
方
向
性
を
出
す

た
め
で
す
。

【
歳
出
】

・
農
林
水
産
業
費

	

農
地
費
に
つ
い
て
、
山
北
地

区
温
出
地
内
と
越
沢
地
内
で
施
工

さ
れ
る
新
規
工
事
の
内
容
は
。

	

越
沢
地
内
の
寒
川
頭
首
工
復

旧
工
事
に
つ
い
て
は
、
台
風
の
後

に
地
元
の
管
理
し
て
い
る
方
か

ら
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
水
た
た
き

部
分
に
損
傷
が
あ
る
と
の
通
報
が

あ
り
、
そ
の
箇
所
の
修
繕
で
す
。

ま
た
、
温
出
地
内
の
小
俣
川
排
水

樋
管
護
床
工
事
に
つ
い
て
は
、
第

３
回
定
例
会
で
補
正
し
た
設
計
委

託
料
の
工
事
分
で
す
。

◆
市
道
路
線
の
認
定　

１
件

◆
条
例
改
正　

１
件

◆
指
定
管
理
者
の
指
定　

２
件

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計

◆
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

◆
上
水
道
事
業
会
計

以
上
を
中
心
に
審
査
し
ま
し
た
。

元
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

問問答元
年
度 

特
別
会
計
補
正
予
算
等

	

山
北
地
区
の
買
い
物
困
難
者

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
特
に
海
岸

部
の
商
店
の
減
少
が
激
し
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
指
定
管
理
者
の

構
成
員
は
こ
の
地
域
の
方
々
で
状

況
を
把
握
し
て
い
る
た
め
、
生
活

用
品
な
ど
の
品
ぞ
ろ
え
を
し
て
、

地
域
の
方
々
も
利
用
で
き
、
ま
た

子
育
て
用
品
等
を
扱
う
施
設
に
し

て
い
き
た
い
、
と
の
提
案
も
あ
り

ま
し
た
。

	

「
海
里
」
と
い
う
新
た
な
Ｊ

Ｒ
東
日
本
の
観
光
列
車
と
の
関
係

性
は
、
道
の
駅
と
し
て
ど
の
よ
う

答問問

◎
川
村　
敏
晴 

○
小
田　
信
人

　
川
崎　
健
二 　
山
田　
　
勉

　
本
間　
善
和 　
竹
内
喜
代
嗣

　
小
林　
重
平 　
大
滝　
久
志

経
済
建
設
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第
４
回
定
例
会 

議
決
結
果
⑴

　令和元年第４回定例会が、12月３日から20日までの18日間の会期で開催され、市長提案40件、
議会提案の請願２件を議決し、閉会しました。

令和元年 第4回定例会 議決結果

議案審議結果議案審議結果
議案番号 事　　件　　名 結 果 表 決

請願第１号 生活保護基準引下げ中止を求める請願書 不採択 賛成
少数

請願第２号 国民健康保険税（料）を協会けんぽ並みに引き下げることを求める請願書 不採択 賛成
少数

議第134号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（加藤　直子：新任）
原案
同意

全会
一致

議第135号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（佐野　一彦：新任）
原案
同意

全会
一致

議第136号 村上市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例制定について
原案
可決

賛成
多数

議第137号

村上市議会議員及び長の選挙における
選挙運動用ポスターの作成の公営に関
する条例及び村上市議会議員及び長の
選挙における選挙運動用自動車の使用
の公営に関する条例の一部を改正する
条例制定について

原案
可決

全会
一致

議第138号 村上市監査委員条例の一部を改正する条例制定について
原案
可決

全会
一致

議第139号 村上市行政組織条例の一部を改正する条例制定について
原案
可決

全会
一致

議第140号
村上市の特別職の職員で非常勤のもの
の報酬及び費用弁償に関する条例の一
部を改正する条例制定について

原案
可決

全会
一致

議第141号 村上市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について
原案
可決

全会
一致

議第142号
村上市新潟県厚生農業協同組合連合会
村上総合病院移転新築支援基金条例の
一部を改正する条例制定について

原案
可決

全会
一致

議第143号 村上市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例制定について
原案
可決

全会
一致

議第144号 下越障害福祉事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の変更について
原案
可決

全会
一致

議第145号 村上市病児保育施設設置条例の一部を改正する条例制定について
原案
可決

全会
一致

議第146号 村上市デイサービスセンター条例の一部を改正する条例制定について
原案
可決

全会
一致

議第147号 公の施設に係る指定管理者の指定について（福祉センターゆり花会館）
原案
可決

全会
一致

議第148号 公の施設に係る指定管理者の指定について（神林いこいの家）
原案
可決

全会
一致

議第149号 公の施設に係る指定管理者の指定について（あらかわ病児保育センター）
原案
可決

全会
一致

議第150号 公の施設に係る指定管理者の指定について（神林学童保育所）
原案
可決

全会
一致

議案番号 事　　件　　名 結 果 表 決

議第151号 公の施設に係る指定管理者の指定について（村上市コミュニティデイホーム）
原案
可決

全会
一致

議第152号 市道路線の認定について 原案
可決

全会
一致

議第153号 市道路線の変更について 原案
可決

全会
一致

議第154号 村上市下水道事業の設置等に関する条例制定について
原案
可決

全会
一致

議第155号 村上市公営企業の設置等に関する条例の一部を改正する条例制定について
原案
可決

全会
一致

議第156号
公の施設に係る指定管理者の指定につ
いて（笹川流れ夕日会館・桑川駅前広
場駐車場）

原案
可決

賛成
多数

議第157号 公の施設に係る指定管理者の指定について（山北ゆり花温泉・交流の館「八幡」）
原案
可決

全会
一致

議第158号 公の施設に係る指定管理者の指定について（大津クロッカス農村公園）
原案
可決

全会
一致

議第159号 令和元年度村上市一般会計補正予算（第８号）
原案
可決

全会
一致

議第160号 令和元年度村上市情報通信事業特別会計補正予算（第１号）
原案
可決

全会
一致

議第161号 令和元年度村上市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
原案
可決

全会
一致

議第162号 令和元年度村上市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
原案
可決

全会
一致

議第163号 令和元年度村上市介護保険特別会計補正予算（第３号）
原案
可決

全会
一致

議第164号 令和元年度村上市下水道事業特別会計補正予算（第２号）
原案
可決

全会
一致

議第165号 令和元年度村上市集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
原案
可決

全会
一致

議第166号 令和元年度村上市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）
原案
可決

全会
一致

議第167号 令和元年度村上市上水道事業会計補正予算（第２号）
原案
可決

全会
一致

議第168号
村上市常勤の特別職職員の給与に関す
る条例の一部を改正する条例制定につ
いて

原案
可決

全会
一致

議第169号 損害賠償の額を決定し和解することについて
原案
可決

全会
一致

議第170号 令和元年度村上市一般会計補正予算（第９号）
原案
可決

全会
一致

※網掛けの議案は次ページに賛否を掲載しています。

令和２年２月15日発行　第58号
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第
４
回
定
例
会 

議
決
結
果
⑵

請願の審査結果
件　　　　　名 請　　 願 　　者 紹介議員 所管委員会 審議結果

生活保護基準引下げ中止を求める請願書 村上生活と健康を守る会
　会長　斎藤　正直

竹内喜代嗣
嵩岡　輝夫

市 民 厚 生
常任委員会 不 採 択

国民健康保険税（料）を協会けんぽ並みに引き下
げることを求める請願書

村上生活と健康を守る会
　会長　斎藤　正直

竹内喜代嗣
嵩岡　輝夫

市 民 厚 生
常任委員会 不 採 択

※請願は本会議で採決が行われ、全会一致または賛成多数の場合、採択されます。

議案番号

鷲ヶ巣会 新政村上 清流会 高志会 市政クラブ 日本共産党 賛否
結果

◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊ ※1 ◎ ＊ ◎ ＊ ◎ ＊
賛　
　

成

反　
　

対

板
垣　

一
徳

渡
辺　
　

昌

大
滝　

国
吉

小
田　

信
人

鈴
木
い
せ
子

本
間　

善
和

河
村　

幸
雄

長
谷
川　

孝

大
滝　

久
志

山
田　
　

勉

佐
藤　

重
陽

木
村　

貞
雄

川
崎　

健
二

平
山　
　

耕

三
田　

敏
秋

小
林　

重
平

鈴
木　

好
彦

尾
形　

修
平

小
杉　

武
仁

鈴
木　

一
之

川
村　

敏
晴

小
杉　

和
也

竹
内
喜
代
嗣

稲
葉
久
美
子

髙
田　
　

晃

嵩
岡　

輝
夫

請願第1号　 ○ × × × ○ × ○ ○ × × × ○ × ○ － × × × ○ × × × ○ ※2 ○ ○ 10 14

請願第2号　 × × × × ○ × × × × × × × × × － × × × × × × × ○ ※2 ○ ○ 4 20

議第136号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ※2 ○ ○ 23 1

議第156号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※2 ○ × 23 1
※１　議長は地方自治法第116条の規定により表決に参加しません。
※２　欠席したため表決に参加しませんでした。

各議員の賛否各議員の賛否 議案審議結果のうち、賛否が分かれた等の網掛けの議案について、議員の賛否を公表します。

人権擁護委員が
� 決まりました

次の方が議会で同意されました。
（任期：令和２年４月１日～５年３月31日）

加藤　直子 氏
（村上地区・新任）

佐野　一彦 氏
（村上地区・新任）

人権擁護委員は、人権擁護委員法の規定により、市長
の推薦、市議会の同意を経て法務大臣から委嘱されて
います。法務局と連携して主に次の活動を行っています。
　・人権相談を受け、問題解決のお手伝いをする。
　・人権侵害による被害者を救済する。
　・�地域の皆さんに人権について関心を持ってもらえ
るような啓発活動を行う。

◎：会派の代表者　＊：会派の会計責任者

クリック!!

村上市議会ホームページ
http://www.city.murakami.lg.jp/site/shigikai/

議会中継は
パソコン・スマートフォンで

　村上市議会では、イ
ンターネットで議会中
継の動画配信を行って
います。
　本会議当日は生中継、
録画中継は、本会議終
了後概ね５日後（土、
日曜日、祝日を除く）
からご覧いただくこと
ができます。
　ご家庭などでお気軽
にご覧ください。

令和２年２月15日発行　第58号
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高
校
生
と
議
会
の
懇
談
会

村上市の将来像を語ろう村上市の将来像を語ろう
高校生と議会の懇談会を開催高校生と議会の懇談会を開催

　

11
月
８
日
、
３
年
生
12
人
に
生

徒
会
の
２
年
生
２
人
を
加
え
た
生

徒
14
人
と
議
員
８
人
に
よ
り
、「
若

者
た
ち
が
、
住
み
た
い
、
働
き
た

い
と
思
う
村
上
市
の
将
来
像
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
自
分
が
住

む
地
域
へ
の
思
い
や
課
題
な
ど
率

直
な
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
将

来
に
わ
た
り
こ
の
地
で
生
活
す
る

た
め
に
、
公
共
交
通
の
改
善
や
拡

充
、
買
い
物
が
楽
し
め
る
商
業
施
設
や
娯

楽
施
設
が
必
要
と
の
意
見
が
多
か
っ
た
ほ

か
、
豊
か
な
自
然
や
食
の
魅
力
の
発
信
、

伝
統
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ

が
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
出
席
し
た
３
年
生
の
う
ち
、
す
で

に
就
職
先
が
決
ま
っ
た
生
徒
の
大
半
は
卒

業
後
も
市
内
に
残
る
と
の
こ
と
で
、
転
出

超
過
に
よ
る
社
会
減
が
著
し
い
本
市
の
状

況
も
あ
り
、
議
員
側
か
ら
は
安
堵
す
る
声

が
多
く
挙
が
り
ま
し
た
。�
（
渡
辺　

昌
）

村上桜ヶ丘高校

　

11
月
20
日
、
政
治
に
対
す
る
関

心
を
高
め
、
主
権
者
と
し
て
主
体

的
に
政
治
に
参
加
す
る
こ
と
の
意

義
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
、「
市

議
会
の
役
割
と
仕
組
み
を
学
び
、

村
上
市
の
将
来
を
語
ろ
う
」
と
市

議
７
人
と
生
徒
約
50
人
が
、
主
権

者
教
育
を
兼
ね
て
「
村
上
市
議
会

と
の
懇
談
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
市
議
か
ら
「
市
議
会

の
役
割
と
仕
組
み
」
に
つ
い
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
で
説
明
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
意

見
交
換
が
あ
り
、
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
忌

憚
の
な
い
意
見
と
、
身
近
な
要
望
、
将
来

の
村
上
に
対
す
る
希
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
高
校
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
の
提
案

も
あ
り
、
新
た
な
発
見
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

有
意
義
な
懇
談
会
で
し
た
が
、
意
見
交

換
に
具
体
性
が
示
さ
れ
な
い
等
の
否
定
的

な
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
反
省
点
を
次
回

の
改
善
に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
嵩
岡
輝
夫
）

荒 川 高 校

　

１
月
10
日
、
村
上
高
校
１
学
年

４
ク
ラ
ス
と
議
員
12
人
が
４
班
に

分
か
れ
て
懇
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
め
に
各
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て

議
会
の
仕
組
み
の
概
略
を
解
説

し
、
各
議
員
が
議
員
を
目
指
し
た

動
機
等
を
発
表
し
た
後
、
市
の
将

来
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行

い
ま
し
た
。
生
徒
か
ら
は
「
村
上

の
特
産
品
を
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
」

「
観
光
業
に
お
金
を
使
い
過
ぎ
。
市
民
の

生
活
に
予
算
を
使
っ
て
ほ
し
い
」「
Ｊ
Ｒ

や
バ
ス
を
も
っ
と
使
い
や
す
く
し
て
ほ
し

い
」「
希
望
す
る
就
職
先
や
進
学
先
を
近

く
に
確
保
し
て
ほ
し
い
」「
村
上
駅
周
辺

の
活
性
化
を
」
な
ど
の
希
望
の
ほ
か
、「
お

祭
り
が
あ
る
こ
と
と
両
親
や
祖
父
母
に
会

い
に
来
る
こ
と
以
外
、
村
上
に
帰
っ
て
く

る
魅
力
を
見
い
だ
せ
な
い
」「
市
内
で
も

地
域
格
差
を
感
じ
る
」
な
ど
、
若
い
世
代

の
率
直
な
考
え
に
触
れ
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。�

（
鈴
木
好
彦
）

村 上 高 校

　村上市議会では、平成30年度に引き続き村上市を担っていく若い世代である高校生を対象に、市
内４つの高校・中等教育学校に議員が出向いて「高校生と議会の懇談会」を実施しています。
　今号では、４校のうちすでに終了した村上桜ヶ丘高校、荒川高校、村上高校の様子について、各高
校の懇談会に参加した議員が作成した原稿により紹介します。

令和２年２月15日発行　第58号
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閉
会
中
事
務
調
査

委 員 会 調 査 日 場　　　　所 調　　査　　内　　容

総務文教常任委員会 11月７日 村上城跡
教育情報センター 村上城跡の整備状況等について

市民厚生常任委員会 11月15日 新潟看護医療専門学校村上校
グループホームはまえんどう

新潟看護医療専門学校村上校およびグルー
プホームはまえんどうの現況調査

経済建設常任委員会 10月３日 上海府地区 上海府地区の海岸、国道等の現状把握につ
いて

総
務
文
教
常
任
委
員
会

年
３
万
人
が
登
る

年
３
万
人
が
登
る

��

城
跡
整
備
は

城
跡
整
備
は

市
民
厚
生
常
任
委
員
会

優
秀
な
人
材
が

優
秀
な
人
材
が

��

育
っ
て
い
ま
す

育
っ
て
い
ま
す

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
ま
え
ん
ど

う
が
岩
船
地
域
に
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
一
人
一
人
の
個
性
を
大
切
に

家
庭
的
な
雰
囲
気
で
共
同
生
活
を

営
み
、
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
場
所
を
目
指
し
た
事

業
所
で
す
。

　

ま
た
、
新
潟
看
護
医
療
専
門
学

校
村
上
校
で
は
、
地
域
医
療
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、
医
師
や

看
護
師
不
足
が
続
く
中
、
こ
の
村

上
の
地
に
同
校
が
あ
り
優
秀
な
人

材
が
育
っ
て
い
ま
す
。
地
域
医
療

の
充
実
の
た
め
、
こ
の
地
で
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

村
上
城
跡
は
、
平
成
５
年
に
国

の
史
跡
指
定
を
受
け
て
か
ら
、
毎

年
樹
木
の
整
備
や
石
垣
の
修
復
な

ど
保
全
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
化
財
保
護
と
自
然
環
境
保
護

と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
史
跡
整

備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
石
垣
が

崩
落
す
る
危
険
性
が
あ
っ
た
出
櫓

台
跡
の
修
復
工
事
が
完
了
し
ま
し

た
。
今
後
は
登
山
道
を
挟
ん
だ
下

部
に
位
置
す
る
黒
門
跡
石
垣
の
修

復
工
事
に
移
る
そ
う
で
す
。

　

今
後
も
整
備
基
本
計
画
に
沿
っ

て
整
備
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
注

視
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会

海
岸
地
域
の
改
良
促
進
を

海
岸
地
域
の
改
良
促
進
を

　

特
に
冬
期
間
は
厳
し
い
環
境
と

な
り
、
高
波
や
護
岸
の
浸
食
に
よ

り
影
響
を
受
け
る
海
岸
部
や
国
道

３
４
５
号
に
つ
い
て
、
村
上
地
域

振
興
局
や
副
市
長
、
本
市
担
当
課

職
員
と
と
も
に
上
海
府
地
区
区
長

会
の
皆
さ
ま
か
ら
現
地
に
て
現
状

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

長
い
海
岸
線
を
有
す
る
新
潟
県

と
し
て
は
、
限
り
あ
る
予
算
の
中

で
す
ぐ
に
改
良
で
き
る
箇
所
は
多

く
あ
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
地

元
の
声
に
耳
を
傾
け
、
市
議
会
と

し
て
も
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

市議会では、定例会の会
期が終了すると各常任委
員会に分かれ、行政課題
など各所管事項について
調査しています。

市政をチェック   !
閉会中事務調査

令和２年２月15日発行　第58号
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イ
ン
タビ ュー

広報特別委員会委員が
　おじゃましました！

２月12日㈬ 請願・陳情の提出期限（正午まで）

25日㈫ 定例会初日（本会議）

26日㈬ 代表質問（本会議）

28日㈮,３月２日㈪
３日㈫,４日㈬ 一般質問（本会議）

５日㈭,６日㈮ 総務文教常任委員会
一般会計予算・決算審査特別委員会

10日㈫,11日㈬ 市民厚生常任委員会
一般会計予算・決算審査特別委員会

12日㈭,13日㈮ 経済建設常任委員会
一般会計予算・決算審査特別委員会

17日㈫ 一般会計予算・決算審査特別委員会

19日㈭ 定例会最終日（本会議）

＊この日程は変更されることがあります。
＊開会時間は午前10時を予定しています。

令和２年
第１回定例会のお知らせ（予定）

　公職選挙法により、寄付行為は禁止されています。
有権者である市民の皆さんが求めることも禁止され
ています。
　寄付行為には次の行為も含まれます。
　○入学祝、卒業祝、病気見舞い
　○結婚祝儀、葬儀の花輪・供花・香典　※1
　○お歳暮、お年賀、年賀状　※2
　○�お祭りや町内会の催物への寸志や飲食物の差し
入れ　など

令和２年４月19日㈰は市議会議員選挙（予定）
みんなで選挙に行こう！

※１�政治家本人が結婚披露宴、葬式などに自ら出席して
その場で行う場合には、罰則が適用されない場合が
あります。

※２�年賀状や暑中見舞い等、時候のあ
いさつを出すのは、「答礼のため
の直筆によるもの」以外は禁止さ
れています。

　詳しくは総務省ホームページをご覧
ください。

政治家からの寄付行為は禁止です

総務省ホームページ

女性農業者がもっと自由に楽しく
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　元々、家が専業農家だったこともあり、幼い
ころから農作業を手伝っていました。高校で農
業生物を学び、農業大学校では園芸経営科で野
菜専攻でした。
　農業をしようと思ったのは、野菜のことを深
く学ぶうちに「奥が深くて楽しいな」と思った
ことがきっかけです。
　今は、トマトとネギとオータムポエムという
品種のアスパラ菜を栽培しています。トマトと
オータムポエムは直売やスーパーのインショッ
プに、ネギはＪＡ出荷しています。目標は、作
っているトマトをブランド化していきたいこと
と、令和２年はイチゴを地面よりも高い位置で

栽培する「イチゴの高設栽培」をハウス一棟新
設して挑戦しようと考えています。イチゴはJA
北越後の紫雲寺地区が産地となっていますので、
今はそちらで研修をさせてもらっていますが、
ありがたいことにJA北越後を通して販売させて
いただくことになっています。
　近年女性農業者が増えてきていますが、私は
出産や育児と農業経営の維持についてまだまだ
援助が進んでいないと感じています。これから
は若手女性農業者が農業を安心して長く続けら
れるような環境を先駆けて声を上げ、作ってい
きたいと考えています。
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